
































結語 

幼児期前期のハイリスク児の健康診査は,ある程度の大きな障害を持った児は,乳児健診に

おいてすでに発見されている事が多く,事後措置が適切に行われているか,その確認とその

後の指導が重要となる。軽度の障害児はその発見に重点がおかれ幼児期後期から学童期で

の適応障害をできるだけ少なくするための事後措置が重要と考える。 


